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・Diffelences　in　lmage　generated　by　Cloth　and 　Dresses　Made　from　the　Cloth・
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AbstractThe

　purpose　of　this　study 　is　to　investigate　differences　in　the　image　or　impressions　that　colQrs 　and ！or　styles 　can

make 　on　clothing，　using 　broadcloth　in　six　colors 　and 　six　one −piece　dresses　with 　the　same 　design　made 　from

those 　six　broadcloth　colors ．　The　results 　can 　be　summarized 　as 　follows：

（1＞The 　six　colors　for　the　broadcloth　and 　the　one −piece　dresses　consisted 　of　one 　black　and 　five　other 　colQrs 　with

high　saturations 　and 　distinct　hues，　These　colors ，　which 　were 　clearly 　distinguished　from　one 　another ，　resulted 　in

conspicuous 　characteristics 　in　the　images 　or　impressions 　that　that　were 　generated　in　response 　to　the　respective

cloth 　or　dresses，　Based 　on 　a　difference　test　or　correlation 　coefficients 　it　was 　found　that　some 　colors 　significantly

af「ected 　the　image　of　the　cloth 　and 　dresses　but　others 　did　not ．

（2＞Of　the　six　colors、　green　and 　yellow　Gaused 　differences　in　the　image 　or　impress「on ＄ of　the　cloth　or　one −piece
dresses，　while 　red 　caused 　no 　such 　differences．

（3）The 　results 　of　this＄tudy　are 　similar 　to　the　results 　reported 　by　Souma 　et，　al，　in　their　study ，
”Color　and 　Style．”

Keywords ：color 　of　clothing，　style，　image ，　correlation　coefficient

要　旨

　 この 研究 は 6 色 の ブロ
ー

ドの布 片 と、その布 で作 製 した 6色 の同
一

デザ イ ン の ワ ン ピ
ー

ス ドレス を用い て、被

服にお ける色 と形態に つ い て のイメージの差異を探 っ た調査実験である 。

そ の結果の ま とめが下 記の 3項 目であ る 。

（1）ブ ロ ー ドの 布片と ワ ン ピース ドレ ス と の 各 6 色の イ メ ージ は 、高彩度で 色相差の あ る 5 色と黒で 、そ れ ぞ れ

に色の 差があるため、色の イメ
ージの特徴が顕著にみ られた。一方、差の検定及 び相関係数な どの結果 で は、布

と ワ ン ピ
ー

ス ドレス の イメ
ー

ジに つ い て は、色によ っ て は差異が ある色とない色 とがあ っ た 。

（2 ）緑や黄色では 、布とワ ン ピー
ス ドレスの イメ

ージの 差異 がみ られ たが、赤 の色 にはイ メ
ージの 差異は み られ

な か っ た。

（3）相馬 らの 「色 と形態」の調査実験の報告と、本報の 実験 とは、似た傾向の結果が得 られた。

キ
ー

ワ
ー ド ：被服の色、形態、イメ

ージ 、差の 検定、相関係数。
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1．緒言

　人が社会生活を してい く上 で 、被服 は人体 をま も

る保護機能 （生理 的
・物理 的役割）と 、社会の 習慣

や個人の心理に作用 しな が ら美的欲 求 を満 す装飾機

能 （社会的 ・心理 的役割）などの面 を持 っ て い る
D

。

　その 被服 は 色 （色柄）、形態 （服種）、素材を属性

と して 形作 られ 、人 の心 理 にも 影響をあ たえて い る 。

この色、形態、素材の デザイ ン要素の 違いは、着用

する者 にと っ て 服装か ら受け る 印象や雰囲気、さ ら

に着用 に際 して の 満足度な ど心 理 面 にも 大き く影響

して い る と考え られる。

　そ こ で被服 を着用 する に際 しての心理面の 影響を

知 るこ とや 、デザイ ンの 要素を的確に把握す る こと

な どが研究の 動機で ある 。

　 こ れ ま で に、服 装の イ メ
ージ に 関する研究は多 く

あ り、ま た 、被服の 形態 による 効果 や 形態 による イ

メージの報 告 も あ るが、色、形態、素材の 個々 には

述 べ られ て いる もの の 、色と形態との 関運性に つ い

ては
一般的に触れ られ て いない

2〕 3）　 q ） 5）　 6｝ 7 ）
。

　本報で は 、ブロ ー
ドの 布片とその 布で 同

一
デザ イ

ン の色違い の ワ ン ピ
ー

ス ドレス を実際に作製 し、こ

れを用 いて 被服に お ける色 と形態と の関連性やイメ

ー
ジの 差 異 の実験を行い 、心理 と複雑に絡み合 っ て

いる実態を計量的に分析 し、そ の傾向 を探 っ て みた 。

2 ．色 と形態 との構成理論

　どの 分野 で も デザイ ン の 基 本要素は色 、形 、材質

で あ り、被服の分野だ け に限 っ た もの で はない 。 そ

こ で 、ま ず他の分 野 に お ける色 と形態との 関連性の

理 論を明確に す る必要があ る と考え こ れ まで の諸理

論に つ いて調 べ てみた 。

2 ．1 カ ン デ ィ ン スキ
ー

の理 論

　力ン デ ィ ン ス キ ー
（Wassily　Kandinsky 　 1866 −

1944 ）は現代抽象絵 画の創始者の
一人で 、表現主義

的抽象か ら構成的抽象様式を開拓 した。カ ン デ ィ ン

スキーの 画風は印象主 義的な も の か ら入 D 、そ の後、

色彩を強調する よ うにな り、形態をデフ ォ ル メする

表現主義 的な もの へ と移行 し、さ らに 1910 年頃か

らは 、対象の具 体的な描写が ほと ん ど見 られな い 抽

象的なもの へ と進んで い っ た 。

　ま た、著書に 、角 と色彩を関連づ け 『角が 、鋭角

的 になれ ば なる だ け 、それ は 、刺激的な 暖色に近づ

く、そ して 赤い 色調 の 直角 をすぎる と、逆に暖の 要

素は しだい に減 じ、だ ん だん寒 色に傾い てゆき、つ

い に は鈍角 （150 度 ）すな わち典型的な青い 色調の

角が生 まれる 。 こ の 角 は 、曲線を 予感 さ せ る も の 、

さらに 進ん で最後 に は、円 へ と発展するもの で ある

（図表 示、黄
・
橙 は鋭角、赤は直角、紫 ・青は鈍角）』

と述 べ て い る 。 さ らに、典型的な角はいずれも、そ

れ ぞれ に発展 して 、平 面 を形成 し、色彩 と形態の 関

連を 『黄 は三 角形、赤は正方形、青は 円』との 結論

に導いて い る
8）9 ）10 〕

。

　 しか し、こ の カ ン デ ィ ン スキ
ー

理 論は 、絵画に お

ける 色彩と 形態の 関連 に つ い て 述べ て い る もの の 、

被服の 分 野 に どれ だけ応用で きる か に つ いて は問題

が残 っ た 。

2 ，2 小町谷朝生の理論

　 「キ ュ ク ロ プス の 窓 （1989 ）」と言う著書があ り、

その 副 題が 「色 と形はどう見え るか」 とな っ て い る 。

とこ ろが色の 見 えおよび 形の 見え の 原 理 が別々 で 、

色と形の 関連性に つ いて は深 くは ふ れ て い な い
1D

。

　また 「地の 眼 ・宙の 眼 （1996 ）」と言 う著 書 では

「色 と音と形」の記述があ るが、内容はやや哲学的で 、

本報の 参考 回答にはな らな い も の で あ っ た
12）

。

2 ．3 近江 源太郎の理 論

　 「造形心理学（1　984 ）」の著 書に 「色彩 ・形態 ・材

質」の記 述 があ る 。 そ の 内容は 10 種 の色紙を 9種

の形 に切 D 抜い た 彩色 図 形を刺激 と して 調歪 したも

ので ある（1971 ）。 その結果と して 『平面に描か れた

絵画 やグラ フ ィ ッ クス デザ イ ン は色と形の 組み 合わ

せか らな っ て い る。その 作品 に接 した ときの感 1胥は

主 と して 色 、又 は形、更 に色 と形の 相乗作用に よ り

醸 し出される』と言 っ て い るが
13 ） 14 ）

、色と形態の 関

連 に つ い て は具体的 にはあげて い な い 。

2 ，4 相馬
一

郎 らの 理論

　相馬一郎、磯貝芳郎らによる 「色彩と形態（1969 ）」

と言う著書がある 。その な かに 「色と形」の記述があ

っ て本報の 命題 と同 じ項 目 があ る 。 相馬氏は 『色と

形の 交 互作 用 とい うべ き 問題は 、まだそ の緒 に つ い

た ばか りである』と 述べ 、調査結 果 を次 の よ うに記

述 している 。

　正三 角形、長方形、正 方形、正六 角形 、円、楕円

の 形で 、それ ぞ れに 赤、オ レン ジ、黄、緑、青、紫

の 色の 刺激を 用 いた 調査で は 『図形に彩色 した紫は 、
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紫の 感 じの ほ う へ 図 形の 感 じを 強 く引 っ ぱる 。赤、

オ レンジ、胥に つ い ても 言 える 。 更に角形図形と青

の感 じはかな り似て いる 。 黄、緑は形の 影響がある 。

特に緑は強い 』と、結論を導い て い る 。

　しか し、『色 と形の 関運 に つ いて こま かい点まで言

うことは出来ない 。 しか し、た しか に交 互作用 とい

うこ とが あ り、ある場合には色が、ある場合に は形

が全体の 感 じを左右す る こ とがあ D うる 』 と述 べ て

い る
15 ）。

2 ，5 その他

　槙究 ・山本早里 らの 論文 「パ ー
ソナル カラ

ー
の 印

象評 価」 に は、被服の 似合い の 色 に つ い て 論 じ 『似

合 う色は 地味 な 印象を与 える 方が似合い 、また 髪の

色 との 関連 が大 き い』な ど と述べ られ て い るが 、色

と形態の 関連につ いては触れ られてい ない
16 ）

。

　
一方、本報とや や類似 した 研究で は 「水 玉 模 様に

対す る綿プ リ ン トとCG に よる試料との比較」があ っ

が、実験 は低彩 度 の色 や柄 も 含め た もの であ り本報

とは視点が異なるもの であ っ た
17 ）

。

ス ドレ ス の全体が被験者には 同条件に見 えるよ う配

慮 した 。 また、ワ ン ピ
ー

ス ドレス は半袖で肩幅400

m 、丈 ］14cm のも のを用いた （図 1）。 被験者は家

政系 の女 子大 に通 う学生 51 名を対象 に行 っ た 。光源

は補助標準イル ミナン トCの晴天の北窓昼光及び蛍光

灯 N タイプ （3波長形昼 白色）を併用した 。

3 ． 2 調査 実験内容

　調査は試料 ］
・2を用 いて、2種類 の調査 を実施 し

た 。 こ の 調査 に 用 い た 色 は 、高彩度 の 赤、黄 、緑 、

青、紫 （マ ン セ ル の基 本色相）と無彩色の 黒で 、色

と形態との イ メ
ージの 差異 を大 ま かに把 握 す るた め 、

市販の 生地のなかか ら基準の近似色 6 色を選択 した 。

（a ） 1 種類 目 の 調査は 、 6 色の ブ ロ
ー ドを 50 ×

50mm の正方形にカ ッ トし、　 A4 の画用紙 （N9 の色）

に布片を 添付 した。その際、画用紙の 上段左 より黄 、

緑、黒、そ して 下段左より青、赤、紫 と、個々 の色

が 引き立 つ よ う変化を つ け て 配置 したの が試料 1で

あ る 。 各被験者に
一

枚 の サ ンプル を配 布 しマ ス クを

2 ．6 文献における色と形態との理論

　 以 上の 理論を ま とめ る と、被服の 色と形態の 関運

性に つ い て の 文献 は、色、形態、素材の個々 に は述

べ られ て い る が 、色 と形態 との 関連性 に つ い て は、

深く触れ られ てはいなか っ た 。

　 ま た、他分野にお け る色と形態と の 関連性の 理論

に つ いて調 べ てみ る と 、絵画 にお ける色 と形態や造

形心理面 で扱 っ た彩色 図形を刺激と した 調 査な どが

あ っ た 。な か で も 相馬一郎、磯貝 芳郎 らの 彩色図形

を用 い ての 調査の 結果 に 『図形 に彩色 した 紫は 色の

方へ 図形の 感 じを強く引 っ ぱ り、ま た赤、オ レ ンジ、

青につ い ても同様の 傾向が言える… 一方、黄、緑は

形の 影響を受け やす く、特に緑 はそ の 傾 向 が強 い 』

また 、『色と形の 関連に つ い ては確かに交互作用があ

り、あ る場 合に は色 が 、ある場 合に は形 が全 体の 感

じを左 右す る こ とが あ り うる』と い う記述が あ り
15 〕

、

注 目す べ きと ころがあ っ た 。

3 ，調 壹実験

3， 1 調査実験方法

　 調 査 実験 は 同 時 集 合 法 に よ る 質 問 紙 調 査 を 、

2000 年 5月 に実 施 した 。その 際 、実験 に使用 した

教室の 広さは 1740x930cm で 、正面からワ ン ピー
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 図 1　 スタ

ー
ン に着装 させたワ ン ピース ドレス

［ ：＝＝ ：＝ ：：二二 二二二二二＝＝］ 42 ［＝ ＝ ＝＝＝＝＝＝：：：：＝＝：＝］
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か けず、 6色の ブ ロ
ー

ド布 片に 対す る色の イ メ
ージ

につ い て被験者に 回答 を求 めた 。 そ の 際、布片はブ

ロ
ー

ド生地40 番手のも の を使用 した。

（b ） 2種類目の 調査 は 、試料 1の ブ囗一
ドで作製 し

た同
一

デザイ ン に おけ る 6色の 実物の ワ ン ピース ド

レスを スタ
ー

ンに着装させ （図 1）、一
体ず つ 黄 、緑 、

黒 、青、赤、紫 の 順 に提示 し回答 しても らっ た 。 ワ

ン ピー
ス ドレスを人物で はな くスターン に着装さぜ

るの は、人物の顔などが ドレ ス の イ メ
ー

ジ に影響 を

あ たえ る と考えた ため で ある 。 また 、正面 がら ワ ン

ピ
ー

ス ドレス の全体が被験者 に見えるようにスタ
ー

ンを台に乗せて 、その 背景の 壁の色は 明る い ベ ージ

ュ （5Y9 ．3　f　 1）である 。こ の よ うな ス タ
ーン に 着

装さ ぜた ワ ン ピー
ス ドレス を一体ずつ 提示 し、各色

の ワ ン ピー
ス ドレスに対するイメ ージに つ い て調査

実験 を行 っ た 。 なお、 1色に対する提示時間 を 3 分と

した。

（o ）ブロー ド布片は 6色 を同一面に貼 りその 1色ず

つ に つ い て 評価する方法を と っ た が 、ワ ン ピー
ス ド

レス は大 きさ な どか ら、 6 色を同
一面 に なら べ る に

は問題 があり
一

体ずつ 提示す る方法で行 っ た 。

そこ で 、ブ ロ
ー

ド布片 の 提示 方法 をワ ン ピース と 同

じよ うに 1 つ ず つ 提示 し た実験と 、 6色 を 同
一

面 で

提示 した実験 との 2種類の 予備実験 （N8 ）を行 っ て

みた 。 その結果を比 較した が、有意差は認め られな

か っ た 。 提示 方法が違 っ て も大差ない こ とが 、検証

さ れ た。

ワ ン ピ
ー

ス ドレス をス タ
ー

ン に着装 させたもの で あ

る。試料 1、2 を用 い て 、そ れぞれを SD 法 5段階評定

で判定 し、色と形態との イメ
ージの差異を検討 した 。

3 ．2 ，3 色の測定値

ワ ン ピース ドレス を作製 した 6色の ブロー ドの 布片、

サ ン プル 1を JIS　Z　8721 「標準色票」を用いて視感

測色を行 っ た 。 なお、観察はJIS　Z　8723 「表面色の

視感比較方法」の 条件を保ち 、晴天の北空昼光、試

料面 と 目との 距離を30cm 離 し、垂直上 の方向か ら行

っ た 。 さ らに、このサン プル 1は HITACHI 　C2000

COLOR 　ANALYZER を用いて布 目を考慮 に い れ三 重布

に して 測定 した 。その 視感測色と物理測色 した JIS値

が表 1であ る 。

一方、ブロ
ー

ドの生地に蛍 光 が含ま

れて い るかプラッ クラ イ トで 確認 したが、生地す べ

て に 蛍光 は含まれて いなか っ た 。

3 ．3 解析方法

　 6色の ブ ロ
ー

ドの布 片 とそ の布で 製作 し た同
一

デ

ザイ ン に お ける ワ ン ピース ドレスの イ メ
ージを 比較

検討するために、SD 法 5段階評 定を行 っ た 。 15 項目

の形容詞対 に、「どち らで も な い 」を中 心 に、「やや」

「非常」 の 5 段階評定 の左 か ら順 に 5点、4 点 、3 点、

2点、 1点を与え て各項 目の平均評点を算出 した 。 ま

た ブ ロ
ー

ドと同
一

デザイ ンに おけるワ ン ピース ドレ

ス との有意性検定と 、さ ら に、相関係数から両者の

関係もみ た。

3 ．2 ，1 イメ
ージ評価の用語と尺度

　イ メ ージ評価の 用語 は 、色 彩、フ ァ ッ シ ョ ン 、素

材等の文献 か ら用語 を収集 し、それ を基に選定 した
18 ｝

】
9）2°） 21 ） 22 ）

。 その 際、被服の 着装イ メ
ー

ジ及 び色の

イメ
ー

ジを表す と思われ る用 語 に つ い て 、文献に 現

れ る頻度、対語と して の難易度な どを検討 し、 15対

のイメージ評価の 用語 を選 んだ 。 また、評価尺度は

両端 に対極的な意味をも つ 形容詞をおき、そ の閾 を5

段階 （非常に、やや 、どち らで も ない 、やや 、非常

に）に 区切り、尺度上の 該当す る位置 に○印を記入

す るとい うSD法を用 い た 。

3 ．2 ，2 色 と形態とのイメージの 差異の判定 法

　調 査 に用い た 試料 1は 、各 6 色 ブロ ー ドの 布片

50x50mm にカ ッ トした正方形の試料であ る。一
方、

試料 2 は試料 1の ブロ
ー

ドで 作製 した 6色の 実 物の

3 ．3 ，1 色と形態の 相関

　ブ ロ ー ドの布 片 及 びその 布で製作 した ワ ン ピース

ドレス各 6色の イ メ
ージ評価尺度は 15項目の 尺度 を

用 い て い るが 、そ れ らの 尺度 間 に は意味が か なり近

い もの も 含まれ て い る 。 そこ で 尺度値の 似 通 っ た 尺

度の組み合わ ぜ を見出 して 、感情を支配する主たる

因子に纏め るの に 、相関係数を用い た 。そ こ で 下 記

の 式よ り相関係数を求めた。

表 1　 試料の布の JlS値

J！sr 橿串色 菓 亅によ る視 感測 色値 HrrACHI 　 C2000 による 物理 測 色値

赤 5，5R　 4 ，0 ／ 　14，06 ．1R 　 a8 　 ／ 　14 ，8

黄 6 ．5Y 　 85 ／ 　12 ．07 ，6Y 　 9 ．　 O　 ／ 　11．5

縁 6 ．5G 　 4 ，5 　／ 　10 ．　O6 ．5G 　 4 ．7　 ／ 8．7

6 ．5PB 　 4 ．0 　／ 　11 ．56 ．9PB 　 3．6 　 ／ 10 ．3

5 ．OP　 3．5 ／ 　11．O4 ．5P　 3 ．2　 ／ 9．1

黒 N1 ．5 2 ．9RP 　1，5 　 ／ O．3

［＝ ：＝＝ ＝ ：：＝ ：＝＝ ＝ ＝ ＝コ 43 ［二＝ ：：：＝ ＝ ＝：：＝ ＝＝二＝ ］
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　工 業製品の 品質管理で用 い られ て い る相関係数に

つ い て森口
23）

は 『二 つ の変数 x と y との 関数の 強さ

を示すの に、次式で計算される』と述べ て いる 。

　　　　　厂
＝ 3」 y／」 （S．v × ∫y ）

・… … … ・・（1）

ここで Sx ，∫y はそれぞれ変数 x と y の残差平方和で、

Sx）」は．v の残差 とy の残差の積の和で あ る。

　ワン ピー
ス ドレスの 評定平均値を x 、ブロ

ー
ドの評

定平均値をy と して 式 （1 ）に代入 し て 、相関係数を

求めた 。

4 ，結果

4 、 1 布片とその布で作製 したワ ン ピー
ス ドレス と

の 色の イメ
ー

ジ及びその イメージ の 差異

4 ． 1 ， ］ 色の イ メ
ー

ジ

　試料 1 の ブ 囗 一 ドの布片 （50 × 50mm の布）と試

料 2の その布で 作製 した同一デザイン におけるワ ン

ピー
ス ドレス とのイ メ

ー
ジを各 6色 15項 目につ い て

被験者 に評価 して もらい 、各色 ことにブロ ー ドの 布

片と ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス の 平均評点をまとめたもの が

表 2及 び図 2であ り、〔］印 はワ ン ピ
ー

ス ドレス、◇

印は布で ある 。 そ こで ． 6 色の 色の イ メ
ージをみ る

た め に SD 法 5段階評定で評定値が 4以上 または 2

以下の顕著なも のの傾向を主と してみた 。

（a ）赤の色は ブロ ー
ドと ワ ンピー

ス ドレス共 に顕 著

な傾向を示 して い た 項目は 「情熱的な」「強い 」 「暖

かい」 「派手な」 「動的な」 「女性的な」「陽気な」 「明

る い 」「くど い」であ っ た 。 赤の イ メ
ージは 「情熱的」

で 「強 さ」 や 「く ど さ」 を持 っ た 自己主張の ある

「派手な 」色と して捕 え られて いた。また 、暖色 系の

代表的な 色で あ る ため 「暖か さ」 「陽気さ」 「動的」

なイ メ
ージに結 びつ き 、更 に 「女性的」なイ メ

ージ

にも繋が っ て い る 。 ブロ ー ドとワ ン ピー
ス ドレスの

比較で は 、微妙な差があるも の の ほと んど差がみ ら

れなか っ た。

（b ）黄の 色の ブロ ー
ドと ワ ン ピー

ス ドレスは共 通 し

て 「明るい 」 「派手な」「陽気な」 「軽い」 「表面的な」

に高い 反 応 がみ られた 。 また 、ブ ロ ー ドは 「子供 っ

ぽ い 」で 、ワ ン ピース ドレ ス で は 「強い」 のイ メ
ー

ジが 加わ っ てい る 。 高 彩度 の 黄色 の イ メージは 、高

明度で ある ため 「明 る く」 「軽や か」で 「派手 な」イ

メ
ー

ジに結び つ き 、また 、「表面的な感 じ」や 「子供

っ ぽさの感 じ」にも繋 が っ てい る 。

（c ）緑の 色に関 して ブロ ー ドは、ワン ピー
ス ドレス

とも 、顕著 な 特徴 は 1項 目も み ら れ な か っ た 。こ れ

は暖寒感情で はな く中性系の た め 、色の イメ
ージに

も中庸な印象に繋が っ て い た 。

（d）青の色 ブロ
ー

ドと ワ ン ピース ドレス に共通 して

高い反 応がみ られたの は 「冷た い」 「静 的 な」の みで 、

ブ ロ ー ドや ワ ン ピース ドレス の 個々 に は、 1項 目も

み られ な か っ た 。 青 の色 は 寒色系の 特 徴で もある

「冷たさ」と、その 冷たさが醸し出す 「静かな」色の

イメ
ー

ジにも結 びつ い て いる 。

（e ）紫の色 ブ ロ
ー

ドとワ ン ピ
ー

ス ドレス に共通 して

顕 著な 反応 があ っ たの は 「大人 っ ぽ い 」の 1項 目で

あ り、また ブロ ー
ドで は 「深 みのあ る」 「陰気な」も

高い 反応を示 して いた 。 ブロ ー ドとワ ンピー
ス ドレ

ス では あ ま り特徴 がみ られ なか っ た 。こ れ は緑と同

様に中性系のためと考え られる 。

表 2　6色 の ブ ロード布片 ・ワ ン ピース ドレ ス の 5段階評価に おけ る 評定平均値

〃＝51

ロ ードスタ
ー

ン碧想 ロ ードスタ
ー
ン眉想 ロ ードスタ

ー
ン看想 ロ

ー
ドス タ

ー
ン眉想 ロ ー

スタ
ー

ン璢 想 ロ
ー

ス タ
ー

ン矯想

1．　 　 い 一
日 い 4，494 ，574 ．904 ．823 ．453 ．083 ．593 ．612 ，182 ．671 ．20120

2，　 　 3−　 　 3 4．514 ．534 ．764 ．753 ．023 ．083 ，183 ，181 ．982 ．161 ．14t27
3 ，　 面的な

一
　み の ある 3．373 ．294 ．374 ．592 ．592 ．372 ．752 ．941 ．882 ．101 ．251 ．35

4 ．　 い一　 い 2．732 ．824 ．634 ．552 ．762 ．592 ．863 ，112 ．102 ．221 ．081 」6
5 ，澄 ん だ一に一っ た 3．083 ，004 ．204 ．313 ．oo2 ．843 ．533 ．672 ．242 ．371 ．821 ．98
6．派 手 な一地 　 な 4β04 、864 ．764 ．862 ．902 ．732 ．752 ．942 ．372 ．511 ．471 ．43
7 ．か たい

一　 らか い 3．143 ．102 ．632 ，802 ．763 ．203 ．043 ．063 ．083 ．044 ，554 ．51
8．　 ．、な一理 　 　 3 4，964 β83 ．223 ．392 ．412 ．272 ．182 ．202 ．592 ．631 ．761 ．39
9 ．くどい

一
あっ さりした 4．184 」02 ，433 」42 ，922 ．942 ．252 ．183 ，フ33 ．673 ．373 ．16

10 ．強い
一

弱い 4．904 ，783 ，674 ．143 ，393 ．353 ，333 ．103 ．313 ．414 ．614 ，47
11．動的な

一
　　な 4．654 、593 ，783 ．822 ．672 ．691 ．921 ．962 ．252 ．291 ．43t27

12 ．　 か い一，η た い 4．804 ．593 ．713 ．712 ．902 ．86t611 ．672 ，292 ．471 ．90t75
13 ．　 人 っ ぽい

一子 　 っ ぽ い 3．253 、161B62 ．223 ．063 ．333 ．123 ．404 、374 ．184 ．844 ．92
14．　 　 的 な一女 　 的 な 1．フ61 ．762 ．532 ，083 ．492 ．903 ，983202 ．432 ．353 ．532 ．98
15．　　 ぶ

一　 い 3 3．803 ，453 ，69aO83 、783 ．223843 ．553 ．533 ．313 ．883 ，67

［：：：＝：＝ ＝＝：：二二二 ＝］ 44 ［＝ ＝ ＝＝ ＝ ：＝ ＝＝＝＝＝＝コ
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　　　　　　　 ロ ワン ピース ドレス

　　　　　　　　◇ ブロードの 布 片　　　　　　　　　　串 ρ くO．05　　 ＊ ＊ ρ く 0，01　　 ＊ ＊ ＊ ρ 〈 O ．OOI

図2　ブ ロ ー ド布片 ・ワ ン ピース ドレ ス の イ メージと差の検定
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（f）黒の色ブ ロ
ー

ドとワ ン ピー
ス ドレス の 両方に高

い反応 がみられたの は 「重い」厂陰気な」「暗い」「大人

っ ぽい 」 「深みのある」 「静的な」「地味な」「かたい」

「強い 」「理知的な」 「に こ っ た」 「冷 た い」で 、 12

項 目とも顕 著な特徴がみ られた 。 黒の 持 っ て い る明

度は 「重 さ」「暗 さ」 「深 さ」 「陰気 さ」 「に こ り」な

どのイメージに繋が り、力強 く重々 しい イメ
ー

ジ と

して捕 え られ て いた 。

　ブロー ドとワ ンピー
ス ドレスの 各 6 色の色は、高

彩度で 色相差な どもあるた め 、共 に色の イメ
ー

ジの

特徴が顕著にみ られ た。

4 ．1，2 イメ
ー

ジの差 異

　イ メージ の 評価は 、 SD 法 5 段 階評定 の傾向で は、

ほぼ同 じよ うな 傾向を示 して い る 。 しか し、 5 段階

尺度 で布と ワン ピー
ス ドレス との イメージの 差異が

み られるか を検討 した 。 ブロ ー
ドの布 片 とそ の布で

作製 した 同
一

デザイ ン におけるワ ン ピー
ス ドレスの

イ メ
ージに どの よ うに差 があ るの か をみ るた め 、平

均評点による差の t検定を行 っ た 。 検定 は 6色 に対 し

15項 目 で あ る こ とか ら （6色 x15 項 目）、90 回の検

定を行 っ た結 果をも含めて表わ したの が図 2で ある 。

　ブ ロ ー ドの布片とワ ン ピー
ス ドレス のイ メ

ージ評

価は 、基本的には ほぼ同 じ傾 向を示す も の の 、差の

t検定 の 結果 で は 、 6 色の 合計 90 項 目 中 13 項 目

（14．40／o ）に有意差が み られた 。 各色こ とに有意差

が み られ た項 目数及 び有意差 を あげ る と次の よ うな

結果で あ っ た 。

（a ）緑の 色は 15 項目中、 4 項 目（26 ．7 ％ ）に有意 差

がみ られ、危険率 ρ く 0、001 は 「男性的な
一

女 性的な」

の項 目、ρ＜ 0．01 は 「好きな一嫌い な」「か たい
一

柔

らか い 」の 2 項目、p く 0，05 は 「明るい 一暗い」の項

目で あ っ た 。

（b ）黄 の 色 は 5項 目 （33 ．30／o ） に有意差があ り、

危険率 p く0 ．001 は な くNp く 0 ．01 は 「くどい
一

あ っ

さ り」「好 き な
一

嫌いな」 「男性的な一女性的な」の

3項目、p ＜ 0 ．05 は 「強 い
一

弱 い」「大人 っ ぽ い
一

子

供 っ ぽい」に差がみ られた 。

（o ）青の 色は 1項 目で、危険率 p く 0．001 「男性的

な
一

女性的な」の 項目に有意差があ っ た 。

（d ）黒の色は 2項目で ありx 危険率 p く 0 、01 「男性

的な
一

女性的な」で 、1フく O ．05 「情熱的な
一

理 知的な」

に有意差 がみ られた 。

（e ）紫の色は危険率 p ＜ 0、01 「明るい一暗い」の項

目であ っ た 。 赤の 色では有意差が 1項 目もみ られな

か っ た 。

　 6色の ブ ロ ー ドと ワ ン ピース ドレスと に有意差が

多くみ られた色は 緑と黄の 色で あ り、赤の 色に は差

がみ られなか っ た 。

4 ．3 色 と形態の相関

　ブ ロ ー ドとワ ンピー
ス ドレスの 各 6色の 15項 目を

纏 めて相関が ある か相関係数を求めた （表 3 ）。 相関

係数の rが0 ．50 を上回 ると、ブロ
ー

ドの 布片と ワ ン ピ

ー
ス ドレス とが 同程度の 印象で 受 け止め られて い る

ことになる 。

　各 6色の 相 関係数 は、赤 の 色は r が0 ．99 、黄 は

0 ．94 、緑 は 0 ．71 、青は 0，93 、紫は 0 ．98 で 黒は

0．99 と 6色とも に大変高か っ た 。 この ことは 、今回

の 実験は 6色とも同素材の 布と同
一

デザイ ンの ワ ン

ピー
ス ドレス で あ り、こ れ が 同 じ印象と して 評価さ

れた 。 しか し、その 中 で緑の 色 だ けが や や相関係数

が低い 結果で あ っ た 。

5 ，考察

5 ，1 布片とその布で作製 したワ ンピー
ス ドレス と

の色の イメ
ー

ジ及 びその イメ
ー

ジ の 差異

5 ，1，1 色の イメージの要因

　本 文 の結 果 でも 述 べ た よ うに 、ブ ロ ー ドとワ ン ピ

ー
ス ドレス の色の イ メ

ージに は 、色 の特徴 が顕著 に

み られ た。

　
一方、イ メ

ージ尺度の 15項 目には、形容詞の 意味

と 、そ の 形容詞の 意味以外の要 因 をも作用 してい る

ので はない かと考えた 。 その項 目が、次の 3 項 目 で

ある。

（a ）図 2の 「明る い 一暗い」項 目 に着目 してみ ると、

赤、緑 、青 、紫の 明度は 、視感及び物理測色値はみ

な中明度前後で明度差に 大き な差がな いに も関わ ら

ず 「赤」だ けが顕著 に 「明る い 」イ メ ージ に 繋が っ

て い る （表 ］）。 なぜこの 「赤」だ けが実 際の 視感反

射率 や 明度 よ り明る く感 じる結果とな っ たの かを考

表3　ブ 囗一ド布片とワン ピー
ス ドレスとの相関関係

関係数 rO ．99
黄

0．94
緑

O．71
青

0．93
紫

0．98
黒

0．99
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える と、「物体色の 視感反射率が等 しくて も、必ず し

も明 るさが 等 し い とは知 覚 さ れず 、そ れ も色相 によ

っ ても異なる （ヘ ルムホル ツ
ーコールラ ウシ ュ 効果）」

とあ る
24）25）

。 この高彩度の色の なかで も 「赤」の色

には ヘ ル ム ホ ル ツ ーコ ールラ ウ シ ュ 効果に似た影響

が現われ 、実際の 明 る さよ り明る い イメージに結び

つ いた とも考えられる 。

（b）「情熱的な一理知的な」「暖かい
一冷た い 」の 項

目に 着 目す ると、「青」の色 は寒色系の 特徴でも ある

「冷たさ」 「理知的な」の項目に反応 す るの は
一

般 的

であ るが
24）、「黒」の色 に つ いて も青の要 素が持 っ て

い るよ うな 「冷たさ」や 「理知的な」の面 に顕 著な

反応がみ られた 。また 、「情熱的な
一

理知的な」の 項

目で はブロ
ー

ドの 布片よ リワ ン ピース ドレ ス の方が

「理 知的な」傾向が 強ま り危 険率 ρ＜ 0 ．05 と、やや差

とな っ て み られ た 。 これ は、近年 、黒の 色は服装色

と して喪 服以 外にも服装の カラーコ ーデ ィ ネイ トの

際 、配色 しやす い 点な どか ら、季節を問わず頻度が

高く着用 され、「黒 」の色に特別な親 しみ を感 じて用

い られ る よ うにな っ たこ とな どが要因 にな っ て い る

ので はない かと考え る。

（c ） 「強 い
一

弱 い 」の 項 目で は 、赤 、黄 、緑 、青、

紫はどの 色も高彩度であ る にもか かわ らず、ワ ン ピ

ース ドレス、ブロ
ー

ドの布片の両 方に 顕著に 「強い 」

イメ
ージが結び つ い たの は赤と黒で あ D 、この 「強

い 」イ メ
ー

ジは 彩度 以外 に も要因 とな っ て い た。黒

の 色 の イメ
ージは 、重々 しきや力強さの イ メ

ージ を

持 っ て お り
16）、こ の よ うな イ メ

ージが要因に結び つ

いたので はないかと考える 。

5 、1．2 イメ
ージの 差異

　ブロ ー ドと ワ ン ピ
ー

ス ドレス とに有意差がみ られ

た 色 は、緑 と黄の 色な どで あ り、赤の色には 差がみ

ら れ な か っ た。

（a ）有 意差 があ っ た項 目 と色 と の 関係 を み る と 、

「男性的な一女性的な」の 項 目は、危険率 1） く 0 ．001

では青 と緑の 色で 、危険率 p く 0．01 で は黒 と黄の色

であ っ た 。 この 結果は 、青．緑、黒、黄は ワ ン ピ
ー

ス ドレスの 形態に 影響さ れ、ブ ロ
ー

ドの布 片の 色よ

りも 「女性的 な」の 要 因に 繋が っ た 。そ れ に対 し、

赤、紫は色 自体 「女性的な」要 素を持 っ てい るため

に
26 ）27 〕

ワ ン ピース ドレ ス の 形態に 影響さ れ なか っ

たの ではない かと推察す る。

（b ） 「好き な
一

嫌 いな」の項 目は 、 6色全て が プ ロ

ー
ドの布片の 方が好まれ、色の 好み ととも に服装の

着装イ メ
ージにも結びつ い たと推察す る 。 服装 の好

みは 、形 （デザイ ン ）が同 じで あ っ て も色によ っ て

異な り
28 ）

、高彩度 の黄 や緑の 色の ワ ン ピース ドレス

は 、服 と して着た くない ため、有意差 I」 く0 ．01 の イ

メ
ージの差異とな っ て あ らわれ た の であ ろ う。それ

に対 し、ワ ン ピー
ス ドレ ス の 黄や 緑ほ ど黒 、紫 、青、

赤な どは、色の好みなどに左右 され ない色で あ っ た 。

一方、ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス の形 態に は 、用途 や機 能な

どの物 自体の 特性もあ り、こ の特性を も含み 差異に

影響 して い ると考える。

（c ）黄 色の ブロ
ー

ドの布片は 「くどい
一

あ っ さ りし

た」の 項目 で はや やあ っ さ り したイ メ
ージ、「強い 一

弱い 」の 項 目で は やや 強い イメージ に繋が っ て い た

が、ワン ピー
ス ドレス で は 「くどい

一
あ っ さ り した」

の項 目 で は有意確立 p く0 ，01 、「強い
一弱い 」の 項目

で は 危 険率 p く O ．05 と、やや差 とな っ て み られ た 。

これ は 50 × 50mm の 布片と ワ ン ピ
ー

ス ドレス との面

積の差なども影響 したた めか 、く どさや強 さ の イメ

ージの傾 向に傾い たの で はな か ろ うか。ま た、高彩

度の黄色は、他の色よ り高明度 が影響 したの か 「子

供 っ ぽい」の イメ
ージ に 繋が っ て い る 。ま た、「子供

っ ぽい」の イメージが 、ワ ン ピー
ス ドレスの形態が

付随すると、ブ ロ
ー

ドの布 片よ り低下 して有意差が

み られ る 。

こ の こ とは ワ ン ピー
ス ドレスの形態自体が、大人 っ

ぽい要素を持 っ た形態であると考える ことができる 。

（d ）「明るい
一

暗い」の項 目 は 、有 意差が p く0 、01

で は紫、p く 0．05 で は緑の色で あ っ た。この ブロー
ド

の 布片とワ ン ピース ドレス の紫 や緑 は、布の 明度が

同
一

で ある にも 関わ らず 、こ の 「明る い
一

暗い」の

項 目に差 とな っ て 反応 して いる 。紫色はあ で やかさ、

豪 華 さ のイ メ
ージ を持 っ た色で あ るため 、こ の あで

や かさ などの影響を受けワ ン ピー
ス ドレスの 形態は

「明る い 」に 結 びつ き 、緑色は自然さ、落ち着きの イ

メ
ージを持 っ た色であるため、こ の落ち着き の イメ

ージが 影響 しワ ン ピー
ス ドレス の形態 は 「暗い」の

結果とな っ たもの と推察す る
18）

。「明 るい
一暗い 」の

イメ
ー

ジは、ワ ン ピー
ス ドレ ス の 形態に左右 し、有

意差とな っ たのではない かと考える 。

　 6色のブ ロ
ー

ドと ワ ン ピース ドレ ス と に 有 意差 があ

っ た色 は 15 項目中、緑 と黄の色 で は 4 − 5項 目、青、

黒、紫の色で は 1− 2項 目に差がみ られたが、赤の 色
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には 1項 目も差がみ られな か っ た 。この ことは 、色

と形態の相乗作用は、形態の 作用 も働いて いる もの

の 、色のイ メージの方が強 く働い て い る と考える 。

5 ．2 本実験結果と文献 との 比較

　表 3 の結果をみ る と、 6色とも に大 変高 い相関係

数で あ っ た。しか し、そ の な か で 相関係数rは、緑の

色だけがO．71 と やや低い結果 で あ っ た。こ の 実験は

6色ともに同素材 、同
一デザイ ンの ワン ピー

ス ドレ

スを 用 い た 実験 で ある ため 、こ の 「緑」色の 相関 係

数 rの 低さは 「形態」の影響である と考える こ と が で

きる。

　 ま た、図 2の結果で は、 6色のブロ ー ドとワン ピ
ー

ス ドレス とに 有意差があ っ た色は 15項 目中、緑と

黄の 色 で は 4 〜 5項目、青、黒、紫の色で は 1 〜 2

項 目 に 差がみ られ た が、赤の色 には 1項目も差がみ

られ な か っ た 。赤は色の 印象が強い ため形態に は左

右さ れ ず、それ に 対 して緑や黄の色 は 「形態」 に左

右されて い た 。

　
一

方 、相 馬 らの 「色彩 と形態」の 著書に 、正 三 角

形、長方形、正 方形 、正 六 角形 、円、楕円の 形で x

それぞれに赤、オ レン ジ、黄、緑、青、紫の 色の 刺

激を用 い た調 査 があ り、そ の 調査結果 に 『紫は 色の

影響を受けやすく、また赤 N オ レンジ、青に つ い て

も 同様の傾向が言え る・・ま た、黄、緑 は形の 影響 を

受けやす く、特に緑は強い』と報告 して い る 。

　こ の 報告の よ うに 、相馬 らの 実験 と本報の 実験で

は 、実験方法は異なる が 、相馬 らの実験結果と同 じ

よ うな 「緑 の 色 は形 の 影響 を受 けやす い」と結果が

得 られた 。

6．結論

　ブロ ー ドの 布片とその 布で同
一

デ ザイ ン の 色 違い

の ワ ン ピ
ー

ス ドレス を実際に作製 し、これ らを 用い

てイ メ ージ及 びそ の 差異の実験を行 っ た 。 その 結論

の まとめが下記の  一  で ある 。

　  ブロ ー
ドの布 片とワ ン ピース ドレス と の 各 6色

の 色の イ メ ージは 、高彩度 で色 相 差の あ る 5色 と黒

で 、それ ぞ れ に色 の 差があ る た め 色の イ メ ージの 特

徴が顕著にみ られた 。

　  布とその 布で作製 したワ ン ピー
ス ドレス との 1

5項 目 の 差の 検定で 、有意差が み られ た色 は 、緑と

黄の色で は 5〜 4項 目に差がみ られ 、青、黒、紫の

色 で は 2 〜 1 項 目に 有意差が あ っ た 。 そ れ に対 し、

赤の 色には有意差が 1項 目もみ られな か っ た。

　  緑と黄の 色は、ワ ン ピー
ス ドレスの 形の影響が

働き 、布 と ワ ン ピース ドレス の イメージ に差異がみ

られた。しか し、赤の 色は ワ ン ピース ドレ ス の 形の

影響は左右せずイメ
ージに差異はみ られなか っ た。

　  相馬 らの 「色と形態」の 調査実験の 報告 と本報

の実験と は、その方法は異なるが似たよ うな傾向が

得られた 。

7 ，謝辞

　本研究に際し、細事にわ た り ご指導頂き ま した 東

京工 芸大学名誉教授 （元女子美術大学大学院教授 ）

の川 上 元郎先 生 に深 く感 謝申 し上 げま す。また 、元

女子美術大学 大学 院の 三 木真穂、菊地 有紗 の 院生、

及 び財 団法 人 日本 色彩 研究所小林信治氏の こ 助力 に

も感謝いた します 。

参考文献

1）飯塚弘子他 ：服装デザイ ン論、文化出版局 、41 −

　　46 （1988 ）

2）枡田庸 ：繊維製品消費科学、24 、43 （1983 ）

3）中川早苗他 ：日本冢政学会誌、40 、385 （1989 ）

4 ）加藤雪江 他 ：衣生 活論、建帛社、28 −29 （1998 ）

5）増 田依子 ：大 阪 女子 学 園 短期 大 学紀 要 、36 、

　 49 −56 （1992 ）

6）福田保、吉岡徹 ：被服 にお ける色 彩と意匠、79 −

　　120 （1980 ）

7）大枝近 子 、盛田 真千子 、高岡朋子 ： 洋服の 色の

　 イメ
ージに関 する研 究 、日本 家政学会 、第 47 回

　 大会要 旨篥 、208 （1997 ）

8）有川 治男 担当 ：世界 大百 科事典 （6 ）、平 凡 社 、

　 446 （1989 ）

9）カ ン デ ィ ンス キ
ー

著 　西田秀穂訳 ：カ ン デ ィ ン

　 スキ
ー
著作集 （1）抽象芸術論 ・芸術にお ける精

　 心的な もの、美術出版（1980 ）

10）カ ン デ ィ ン ス キ ー著　西 田秀穂 訳 ：カ ン デ ィ ン

　　 スキ
ー著作 集 （2）点 ・線 ・面 ・抽象芸術の基

　　 礎、　 美術出版（1980 ）

11 ）小 町谷朝生 、小町谷 尚子 ：キ ュ クロ プス の 窓、

　　 日本出版サ
ービス、（1992 ＞

12）小町谷朝生 ：地の 眼 ・宙の 眼、勁草雷房 、54 −

　　 56 （1996 ）

13 ）近江源太 郎 ：造 形 心 理 学、福 村 出 版 、 118 −

　　 124 （1984 ）

［一 ］ 4s ［：：＝ ＝ ＝ ＝＝＝ 二 二＝ ：コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　26　 NUMBER 　2　 2002

14 ）近江 源太 郎
’
色彩感覚、日本色彩事業株式会社、

　　 22 −25 （1999 ）

15）相馬
一

郎、磯貝 芳郎他 ：色 彩 と形態、福村出版、

　　 104 −106 （1974 ）

16 ）槙究、山本早里 ： 日本色彩学会誌、22 、 127 −

　　 138 （1998 ）

17）李有鎮他 ：水玉模様に 対する綿プ リ ン トと CG

　　 に よる 試料と の比 較、日本家政学会全国 大会、

　　 52 回大会要旨集（2000 ）

18）細野尚志 、記念出版企画会議編
’
Color　Range

　　 Manua11 　OO 、財団法人日本色彩研究所、　 No1 −

　　 65 （1978 ）

19 ）千々岩英彰、川添泰宏 ：色彩計画ハ ン ドブ ッ ク、

　　 視覚デザ イ ン 研究所、68 −76 （1980 ）

20 ）小 林重順 ：カ ラ
ー

イメ
ージ感覚、日本 力ラ

ー
デ

　　 ザイン研究所、 134 −136 （1986 ）

21 ）神山進 ：被服心理 学、光生館 、188−191（1985 ）

22 ）布の風合い編集委員会編 ：布の風合い 、日本繊

　　 維機械学会、 137 −141 （1972 ）

23 ）森口 繁
一

：統計的方法 、日本規格 協会 、 120

　　 （1959 ）

24 ）日本色 彩学会編 ： 新編色彩科学八 ン ドブ ッ ク、

　　 東京大学出版会 13 （1998 ）

25 ）日本 色 彩 学 会 編 ： 色 彩 科 学 事 典 、朝倉 書 店、

　　 220 （1993 ）

26 ））11上 元 郎 他 編 ： 色 彩 の 事 典 、 朝 倉 書 店 、

　　 262 （1987 ）

27 ）干々岩英彰 ：色彩学、福村出版、 136 （1998 ）

28 ）財団法人日本色彩研究所編 ：日本人の 色の 好み 、

　　 財団法人 日本色 彩研究所 55 （1982 ）

（受付 日
’
2001 年7 月9 日）

著者紹介
も　り 　に　き　 む 　ご

盛田真干子

1965 年文化女子大学短期大学部

卒業。

現在、文化女子大学教授、日本色

彩学会、日本家政学会、日本繊維

製品消 費科学会、服飾文化学会各

会員

［ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 二 ＝：＝ ＝ コ 49
− ． v 、c ．


